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シ リ ー ズ

理
事
長
に
聞
く
！

食
の
安
全
や
安
心
し
て
美
味
し
く
食
べ
て

頂
く
た
め
に

〈組合概要〉

山口県パン工業協同組合

山陽小野田市大字鴨ノ庄93-1

TEL 0836－73－1043

■業　　種 パン製造業

■出 資 金 330,000円

■組合員数 33人

山口県パン工業協同組合
理事長　岩本秀行　氏

有限会社幸月堂 代表取締役

山口県中小企業団体中央会　　　理事

山口県食品産業協議会 会長

などの要職を務める

■
組
合
の
沿
革

昭
和
27
年
８
月
　
原
材
料
の
共
同
仕
入
、

パ
ン
食
普
及
の
た
め
の
啓
蒙
指
導
を
行
う
た

め
、「
山
口
県
パ
ン
商
工
協
同
組
合
」
を
設

立
。
昭
和
39
年
７
月
　
業
者
一
致
団
結
、
総

力
の
結
集
、
業
界
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、

山
口
県
パ
ン
協
同
組
合
、
山
口
県
学
校
給
食

パ
ン
協
同
組
合
と
合
併
。
そ
の
後
も
組
織
変

更
を
行
い
現
在
の
「
山
口
県
パ
ン
工
業
協
同

組
合
」
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
状
況

主
と
し
て
、
パ
ン
食
需
要
拡
大
の
た
め
の

宣
伝
普
及
、
製
パ
ン
技
術
向
上
の
た
め
の
講

習
並
び
に
研
究
指
導
、
学
校
給
食
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
の
嗜
好
に
応
じ
た
パ
ン
の
研
究

並
び
に
米
飯
給
食
の
開
発
研
究
と
促
進
及
び

地
産
地
消
に
よ
り
、
県
産
小
麦
粉
パ
ン
、
県

産
米
粉
パ
ン
の
研
究
開
発
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
現
状
の
課
題

特
に
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
で

は
現
在
、
パ
ン
給
食
が
週
２
回
、
米
飯
給
食

が
週
３
回
と
米
飯
給
食
の
方
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
米
飯
給
食
の
増
加
は
避
け
て

通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
少
子
化

に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
で
、
年
々
売
上
個
数

は
減
少
し
て
お
り
、
組
合
を
取
り
巻
く
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

現
在
、
パ
ン
は
外
国
産
の
小
麦
粉
を
主
に

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
本
組
合
で
は
「
農
林

61
号
」
を
基
に
改
良
さ
れ
た
県
産
小
麦
「
ニ

シ
ノ
カ
オ
リ
」（
山
口
県
で
栽
培
が
進
ん
で

い
る
パ
ン
用
小
麦
の
品
種
）
を
原
料
に
使
用

し
た
パ
ン
の
作
り
方
を
組
合
で
研
究
し
、
今

で
は
食
感
、
食
味
と
も
高
い
評
価
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
学
校
給
食
に
お
け
る
地

産
地
消
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
主
原
料
に

県
産
米
粉
（
30
％
）
と
県
産
小
麦
ニ
シ
ノ
カ

オ
リ
（
70
％
）
を
使
用
し
た
県
産
米
粉
パ
ン

を
作
成
し
、
県
内
各
校
の
給
食
に
登
場
さ
せ

て
き
て
い
ま
す
。

■
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
、
千
葉
県
「
幕
張
メ
ッ
セ
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
第
61
回
中
小
企
業
団
体
全

国
大
会
」
で
、
本
組
合
が
優
良
組
合
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
地
産
地
消

を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
て
、
県
内
産
の
リ
ン
ゴ
、

み
か
ん
、
栗
等
を
混
ぜ
た
「
山
口
県
の
パ
ン
」

作
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
、
食
の
安
全
や

安
心
し
て
美
味
し
く
食
べ
て
頂
く
た
め
に

「
誠
心
誠
意
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
趣
味
や
特
技
・
最
近
熱
中
し
て
い
る

こ
と

趣
味
は
、
家
内
と
旅
行
す
る
こ
と
と
食
べ

歩
き
で
す
。

■
好
き
な
言
葉
や
モ
ッ
ト
ー
、
座
右
の
銘

「
創
意
・
工
夫
」

現
状
に
満
足
せ
ず
、

常
に
前
向
き
に
も
の
ご
と
を
考
え
る
。
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中
央
会
理
事
会
を
開
催

〜
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
を
承
認
〜

平
成
22
年
１
月
26
日
、
山
口
市
小

郡
の
「
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
、
理
事
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
組
合
・
グ
ル
ー
プ
等
の
事

業
化
分
析
、
市
場
化
を
支
援
す
る
連
携

組
織
交
流
プ
ラ
ザ
事
業
の
取
組
み
状
況

や
専
門
家
を
派
遣
し
て
企
業
の
経
営
課

題
の
相
談
に
応
じ
る
、
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
の
実
施
状
況
な
ど
事
業
の
中
間

報
告
を
は
じ
め
、
新
規
事
業
に
取
り
組

む
た
め
の
一
般
会
計
予
算
の
補
正
や
新

た
に
中
央
会
に
加
入
さ
れ
た
11
組
合
に

つ
い
て
の
承
認
が
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
新
た
に
計

画
し
て
い
る
、
経
営
力
向
上
支
援
を
行

う
た
め
の
「
や
ま
ぐ
ち
イ
チ
オ
シ
商
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、
人
材
育

成
・
確
保
支
援
を
行
う
た
め
の
「
新
卒

者
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
等
事
業
」、
中
小
企
業
の
組
織

支
援
で
あ
る
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
モ
デ

ル
策
定
事
業
」
の
概
要
（
試
案
）
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
平
成
23
年
10
月
に
開
催

さ
れ
る
「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
」
及

び
「
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
国
体
募
金

の
推
進
に
中
央
会
と
し
て
も
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

２
０
１
０
年

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

本
会
は
１
月
26
日
、
山
口
市
小
郡
の
山

口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
山
口
県
商
工
労

働
部
長
佐
本
敏
朗
氏
を
は
じ
め
多
数
の
ご

来
賓
並
び
に
会
員
組
合
関
係
者
約
１
０
０

人
の
出
席
の
下
、
２
０
１
０
年
組
合
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
初
め
に
、
本
会

清
弘
会
長
よ
り
、「
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
、
22
年
度
は
、「
組
合
及
び

傘
下
中
小
企
業
の
経
営
力
向
上
支
援
」、

「
人
材
育
成
、
人
材
確
保
支
援
」、「
中
央
会

組
織
の
活
性
化
」
を
柱
と
し
た
事
業
を
進

め
て
い
く
べ
く
検
討
し
て
い
る
」
旨
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

講
演
会
で
は
、「
２
０
１
０
年
の
経
済
見

通
し
と
中
小
企
業
の
生
き
残
り
戦
略
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
師
の
日
刊
工
業
新
聞
社
編

集
局
第
二
編
集
部
長
兼
論
説
委
員
の
板
崎

英
士
氏
よ
り
、「
世
界
経
済
は
、
米
中
の
２

カ
国
が
引
っ
張
っ
て
き
た
が
、
中
国
単
発

へ
移
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
も
金
融

の
復
活
が
あ
れ
ば
、
上
ブ
レ
の
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
中
国
は
高
成
長
が
期
待

で
き
る
。
国
内
景
気
に
つ
い
て
は
、
悲
観

的
な
見
方
は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
厳

し
い
な
が
ら
も
最
悪
期
は
脱
し
た
と
考
え

る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
懸
念
材
料
と
し

セミナー全景

懇親交流会風景

て
は
、「
デ
フ
レ
・
物
価
下
落
」、「
為
替

（
円
高
）」、「
雇
用
悪
化
」、「
所
得
の
減
少
」

な
ど
で
あ
る
。
景
気
回
復
の
た
め
に
必
要

な
施
策
と
し
て
は
、「
雇
用
対
策
」、「
物
価

（
デ
フ
レ
）
対
策
」、「
所
得
の
増
額
」
な
ど

が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
経
営

者
の
話
の
中
で
、
元
気
の
い
い
中
小
企
業

に
共
通
す
る
の
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業

で
あ
る
、
市
場
開
拓
型
に
す
ぐ
れ
て
い
る
、

適
切
な
参
謀
が
い
る
、
社
員
の
帰
属
意
識

が
強
い
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
社
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
等
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
懇
親
交
流
会
で
和

や
か
な
意
見
交
換
す
る
な
ど
盛
会
裡
に
セ

ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。



山口県の中小企業　4

特 集

平
成
21
年
度
上
半
期
に
お
け
る

下
請
代
金
法
に
基
づ
く

取
締
状
況
等
に
つ
い
て
（
概
要
版
）

中
小
企
業
庁

a

書
面
調
査
、
改
善
指
導
等
の
実
施

下
請
代
金
法
に
基
づ
き
、
親
事
業
者
及

び
下
請
事
業
者
を
対
象
と
し
て
書
面
調
査

や
立
入
検
査
を
行
い
、
改
善
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

違
反
行
為
の
取
締
り
を
強
化
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
は
約
20
万
件
で
あ
っ
た
書
面

調
査
数
を
今
年
度
は
約
23
万
件
に
増
加

す
る
予
定
。

s

法
違
反
の
禁
止
行
為
の
内
訳

法
違
反
の
禁

止
行
為
の
内
訳

は
、
下
請
代
金

の
減
額
、
支
払

遅
延
が
多
く
、

こ
の
２
つ
で
全

体
の
約
71
％
を

占
め
て
い
る
。

標
記
上
半
期
に
お
け
る
取
締
状
況
等
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

d

減
額
し
た
下
請
代
金
及
び
支
払
遅

延
利
息
の
支
払
状
況

親
事
業
者
１
０
６
社
に
対
し
て
、
総
額

約
２
５
３
百
万
円
の
減
額
し
た
下
請
代

金
の
返
還
及
び
支
払
遅
延
に
係
る
遅
延

利
息
の
支
払
を
行
わ
せ
た
。

a

「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
事
業
の
実
績

下
請
取
引
に

係
る
各
種
相
談

に
親
身
に
な
っ

て
対
応
す
る
た

め
、
財
団
法
人

全
国
中
小
企
業

取
引
振
興
協
会

に
「
下
請
か
け

こ
み
寺
」
本
部
、

全
国
47

都
道
府

県
の
下
請
振
興

協
会
に
「
下
請

か
け
こ
み
寺
」

を
設
置
し
て
い

る
。平

成
21

年
度

上
半
期
の
下
請

か
け
こ
み
寺
へ

の
相
談
は
２
、

６
３
９
件
と
、

前
年
度
同
期
比
で
ほ
ぼ
倍
増
。
ま
た
、

Ａ
Ｄ
Ｒ
業
務
の
調
停
申
立
受
理
は
24
件

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
同
期
比
で
６

倍
に
急
増
。

s

弁
護
士
無
料
相
談
の
実
績

全
国
の
「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
に
お
い

て
、
１
６
４
名
の
登
録
弁
護
士
に
よ
る
無

料
の
相
談
体
制
を
構
築
し
、
平
成
21
年

度
上
半
期
は
４
１
４
件
の
相
談
に
対
応

し
た
。
今
後
、
無
料
弁
護
士
を
現
在
の

１
６
４
名
か
ら
約
４
４
０
名
に
増
員

し
、
中
小
企
業
か
ら
の
相
談
に
一
層
き
め

細
か
く
対
応
す
る
。

下
請
代
金
法
の
違
反
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
親
事
業
者
の
調
達
担
当
者
等
を

対
象
と
し
た
下
請
代
金
法
講
習
会
（
下

請
取
引
適
正
化
特
別
推
進
講
習
会
を
含

む
。）
を
52
回
開
催
し
、
８
、
２
７
９
名

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
経
営
者
等
に
対

す
る
下
請
代
金
法
講
習
会
（
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
）
を
15
回
開
催
し
、
受
講
し
た

８
６
１
名
に
対
し
て
、
法
令
遵
守
を
徹
底

し
、
下
請
取
引
の
適
正
化
に
向
け
た
経
済

界
全
体
の
取
組
を
促
し
た
。

１．

下
請
代
金
法
に
基
づ
く
取
締
状
況

２．
「
下
請
か
け
こ
み
寺
」
事
業
の
実
施

状
況

書面調査

・申告

対親事業者
対下請

事業者

書面調査

・申告数

警告文書

発出企業

数

立入検査

企業数

改善指導

企業数

（件数）

書面

調査数

21年度

（上半期）
104,592 39,592 3,187 460

439

（1,046）
65,000

20年度

（上半期）
102,423 27,719 3,996 433

395

（956）
74,704

３．

親
事
業
者
に
対
す
る
下
請
代
金
法

講
習
会
の
開
催

受
領
拒
否

支
払
遅
延

減
　
　
額

返
　
　
品

買

叩

き

利
用
強
制

報
復
措
置

早
期
決
済

困
難
手
形

利
益
要
請

や
り
直
し

合
　
　
計

8 119 131 15 17 2 0 15 33 6 5 351

2.3％ 33.9％ 37.3％ 4.3％ 4.8％ 0.6％ 0.0％ 4.3％ 9.4％ 1.7％ 1.4％ 100.0％

下請代金法 建設業法 貨物自動車運送事業法 その他 合計

平成21年度上半期 486件 779件 129件 1,245件 2,639件

平成20年度上半期 404件 331件 101件 644件 1,480件
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a

下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
普
及

現
在
ま
で
11
業
種
の
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
お
り
、
昨
年
６
月
に
は

「
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

改
訂
し
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、
鉄
鋼
、

印
刷
、
化
学
等
の
新
規
業
種
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
検
討
中
。

s

下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
集
」（
三
訂
版
）

各
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
望
ま
し
い
取
引
事
例
な
ど
を
集
め
た

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
に
つ
い
て
、
今

般
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
を

踏
ま
え
、
昨
年
11
月
２
日
に
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
集
の
再
改
訂
を
行
っ
た
。

約
７
０
０
の
事
業
者
団
体
、
約
３
０
、

０
０
０
の
親
事
業
者
に
対
し
、
下
請
取
引

の
適
正
化
を
要
請
す
る
通
達
を
、
経
済

産
業
大
臣
と
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

の
連
名
で
本
日
付
け
で
発
出
す
る
。ま
た
、

約
８
０
０
の
事
業
者
団
体
に
対
し
、
下
請

中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
く
振
興
基
準
を

遵
守
し
、
下
請
事
業
者
へ
の
配
慮
等
に
係

る
通
達
を
経
済
産
業
大
臣
と
主
務
大
臣
連

名
等
に
よ
り
本
日
付
け
で
発
出
す
る
。

a

下
請
取
引
適
正
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

独
禁
法
や
下
請
代
金
法
の
果
た
す
役
割

と
企
業
取
引
に
お
け
る
大
企
業
の
法
令
遵

守
の
取
組
に
焦
点
を
当
て
、
昨
年
11
月
を

皮
切
り
に
、
全
国
８
か
所
で
下
請
取
引
適

正
化
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
概
要
を
全
国
紙
に
掲
載

し
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

s

地
域
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

今
年
度
新
た
に
地
方
都
市
に
お
い
て
、

下
請
代
金
法
に
関
す
る
講
習
金
と
弁
護
士

無
料
相
談
会
を
合
わ
せ
た
「
巡
回
セ
ミ

ナ
ー
」
を
昨
年
10
月
よ
り
開
始
し
、
合

計
２
４
６
回
開
催
予
定
。

d

親
事
業
者
に
対
す
る
特
別
事
情
聴
取

下
請
代
金
法
に
基
づ
く
改
善
指
導
を
連

続
し
て
受
け
て
い
る
等
の
親
事
業
者
に
対

し
、
昨
年
11
月
よ
り
中
小
企
業
庁
及
び

各
地
方
経
済
産
業
局
の
幹
部
に
よ
る
特

別
事
情
聴
取
を
行
い
、
法
令
遵
守
を
さ
ら

に
徹
底
す
る
。

４．

下
請
適
正
取
引
等
の
推
進
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
下
請
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）

５．

事
業
者
団
体
、
親
事
業
者
に
対
す

る
年
末
通
達
の
発
出

６．

今
後
の
取
り
組
み



山口県の中小企業　6

赤
帽
信
書
事
業
実
施
中
！

〜
経
費
節
減
を
お
考
え
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

＊
赤
帽
は
、
信
書
便
の
特
定
信
書
便
事
業
者

と
し
て
国
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
郵
便
局
で
し
か
取
り
扱
い
の
で
き

な
か
っ
た
「
信
書
便
」
の
取
り
扱
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
赤
帽
山
口
県
軽
自
動
車
運

送
協
同
組
合
で
信
書
便
の
取
り
扱
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

すべての産業で地産地消を進め、地域の産業振興を図る

「山口県ふるさと産業振興条例」制定！
「山口県ふるさと産業振興条例」は、平成20年12月に全国初で制定されております。地域の産業が元気であれ
ばこそ、県民の皆さんの暮らしや地域は豊かになります。
そこで、地域の構成員である県民・事業者の皆さんに、「地産地消」という方法で産業振興に参画していたただ
き、行政（県や市町）と協働して、ふるさと産業を支えていこうとするものです。
地域活力を高めて将来にわたり山口県が持続的な発展を遂げるために、今、地産地消の取り組みが必要です。

地産地消とは？
ふるさと産業により産出・提供される県産品を消費・利用することです。

地産地消にどう取り組むの？
地産地消の効果を発揮するには、県民、事業者・関係団体の皆さん、県の三者が、役割や責務を果たしつつ、

協働・連携して取り組むことが大切です。

お問い合わせ
山口県商工労働部　商政課　産業企画班
TEL．083-933-3117 FAX．083-933-3139
山口県県議会事務局　議事調査課　政務企画室
TEL．083-933-4160 FAX．083-933-4219

県内で生産活動やサー
ビスの提供を行うすべ
ての産業

農林水産　製造　卸売　小売
建設　サービス　…
※業種、事業規模の限定なし

県内で産出・提供され
る生産物・製品やサー
ビス

農林水産物　工業製品　伝統
工芸品　サービス…
※県産原材料をもとに、県外で製造・加
工された物品も含む

◆ふるさと産業の重要性を理解
◆県産品の愛用、サービスの利用
◆県の地産地消施策に協力

県民の皆さん
◆良質で安心・安全な県産品の安定供給
◆県産品の積極的なPR
◆県産品の他の事業者を相互に利用

事業者・関係団体の皆さん
◆環境への配慮、地域発展に貢献
◆県のふるさと産業振興施策に協力

◆地産地消に関する施策
◆気運の醸成、広報活動
◆情報提供、技術支援、財政措置

県
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会 員 紹 介

が
ん
ば
る
!!
街
の
電
気
屋
さ
ん

山
口
県
電
器
商
業
組
合

【
２
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
げ
て
業
界
発
展

を
図
る
】

当
組
合
は
、
家
庭
用
電
気
器
具
の
小

売
販
売
を
営
む
業
者
の
改
善
発
展
を
図

る
た
め
、
昭
和
36
年
４
月
に
「
山
口
県

ラ
ジ
オ
電
器
商
業
組
合
」
と
し
て
設
立

さ
れ
、
同
38
年
12
月
に
現
在
の
名
称
に

変
更
し
た
。
大
型
量
販
店
と
の
競
合
が

激
化
す
る
中
で
、「
量
販
店
に
も
負
け
な

い
地
域
店
経
営
」、「
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
親
切
な
街
の
電
気
屋
さ
ん
」
の
２

大
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
、
業
界
発
展
を
図
っ
て
い

る
。

【
デ
ジ
タ
ル
波
の
完
全
移
行
に
取
り
組

む
！
】

当
組
合
で
は
、
現
在
様
々
な
家
電
業

界
に
関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
組
合
員
で

あ
る
地
域
店
の
経
営
改
善
及
び
技
術
革

新
が
進
む
家
電
製
品
に
対
応
し
た
技
術

力
の
向
上

の
た
め
の

取
り
組
み

な
ど
を
積

極
的
に
行

っ
て
い

る
。特
に
、

デ
ジ
タ
ル

放
送
波
へ

の
完
全
移
行
ま
で
１
年
余
り
と
な
り
、

地
域
家
電
店
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
非

常
に
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
デ
ジ
タ
ル
１
１
０
番
」
の
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

【
地
域
社
会
に
支
持
さ
れ
る
地
域
家
電

店
を
目
指
す
】

日
常
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

家
電
製
品
。
特
に
、
今
年
は
「
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」
の
開
催
に
よ
り
、
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
を
中
心
と
し
た
製
品
の

需
要
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
地
デ
ジ
」
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
家
電

業
界
に
と
っ
て
は
重
要
な
１
年
と
な
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
組
合

と
し
て
、「
街

の
電
気
屋
さ

ん
」
と
し
て

誇
り
を
持
ち

な
が
ら
、
消

費
者
・
地
域

社
会
に
支
持

さ
れ
る
地
域

の
家
電
店
の

確
立
を
目
指

す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い

く
。

＜組合概要＞
○組 合 名　山口県電器商業組合
○理 事 長　西村 弘
○住　　所　山口市荻町２番48号

（TEL：083-921-4633）
○出 資 金　1,292,000円
○組合員数　400人
○Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.c-able.ne.jp/̃y-denki

『
共
同
産
業
株
式
会
社
、「
ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
造
技
術
を
応
用
し
た

コ
ー
ヒ
ー
滓
等
を
原
料
と
す
る
油
吸
着
材
パ
ネ
ル
」
の
開
発
に
取
り
組
む
！
』

山
口
市
下
小
鯖
に
あ
る
オ
ガ
炭
等
の
木

製
品
製
造
業
の
共
同
産
業
株
式
会
社
（
山

路
太
郎
社
長
）
は
取
り
組
む
「
ウ
ッ
ド
セ

ラ
ミ
ッ
ク
製
造
技
術
を
応
用
し
た
コ
ー
ヒ

ー
滓
等
を
原
料
と
す
る
油
吸
着
材
パ
ネ

ル
」
の
試
作
開
発
が
そ
の
一
つ
と
し
て
採

択
さ
れ
、
６
月
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

現
在
、
共
同
産
業
株
式
会
社
で
は
、
飲

料
製
造
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
搾
り
滓
を
焼
成
し
、
油
吸
着
剤
を
製

造
し
て
い
る
。
製
品
の
形
状
が
不
安
定
な

粒
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
に
お
い
て

は
、
専
門
商
社
に
お
い
て
不
織
布
等
に
封

入
す
る
な
ど
の
２
次
加
工
を
行
っ
て
い

る
。
当
該
製
品
は
、
多
数
の
微
細
孔
を
有

し
て
表
面
積
が
極
め
て
大
で
あ
り
、
油
吸

収
性
と
撥
水
性
と
に
富
む
た
め
、
油
吸
収

速
度
も
速
く
、
高
い
吸
着
性
能
を
求
め
ら

れ
る
内
水
面
市
場
に
お
い
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

今
後
、
粉
末
冶
金
（
ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
）
の
製
造
技
術
を
応
用
し
、
原
料
に

添
加
物
（
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
）
を
含
浸
さ
せ
、

プ
レ
ス
成
型
、
焼
成
を
行
い
製
品
の
パ
ネ

ル
化
を
図
る
こ
と
で
、
活
性
炭
を
不
織
布

で
覆
う
構
造
の
た
め
油
吸
着
性
能
が
活
か

し
き
れ
な
い
と
い
う
課
題
、
２
次
加
工
を

手
作
業
で
行
な
う
た
め
製
品
価
格
が
高
い

と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
竹
材
ま
た
は
竹
繊
維

等
を
補
強
材
と
し
て
利
用
す
る
方
法
も
実

験
を
行
な
う
と
と
も
に
、
同
時
に
未
利
用

資
源
で
あ
る
木
酢
油
か
ら
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂
を
抽
出
し
、
添
加
物
と
し
て
再
利
用
す

る
こ
と
で
、
原
材
料
費
の
低
減
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
開
発
に
よ
り
、
価
格
競
争
力
が
大

幅
に
向
上
す
る
た
め
、
内
水
面
市
場
で
の

シ
ェ
ア
拡
大
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

Ｏ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
／
Ｈ
Ｎ
Ｓ
議
定
書
発
効
に
伴
う

海
洋
汚
染
防
止
法
改
正
に
よ
る
Ｈ
Ｎ
Ｓ
流

出
の
際
の
防
除
装
置
に
必
要
な
資
機
材
と

要
員
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
海
水
面
市
場
で
の
拡

販
も
期
待
で
き
る
。

ものづくり試作開発等支援事業採択企業紹介

［共同産業株式会社HPアドレス］http://www.kyodo-sangyo.jp/
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秋
田
県
産
材
料
を
活
用
し
た
独
自
商
品
の

開
発
で
活
路
開
拓

秋
田
県
パ
ン
協
同
組
合

青
年
部
を
中
心
と
し
た
新
商
品
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
、
秋
田
県
の
特

産
原
材
料
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
秋
田
の
メ
ロ
ン
パ
ン
」
を
開

発
。
販
売
戦
略
展
開
に
よ
り
組
合
活
性

化背
景
と
目
的

①
組
合
員
の
主
た
る
事
業
で
あ
る
学
校

給
食
が
パ
ン
か
ら
炊
飯
へ
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
パ
ン
の
需
要
が
減
少

し
た
こ
と
や
児
童
数
の
減
少
（
毎
年

５
％
）
に
伴
い
、
売
上
が
年
々
減
少

し
経
営
圧
迫
の
一
要
因
と
な
っ
た
。

②
一
般
ユ
ー
ザ
ー
、
特
に
固
定
フ
ァ
ン

の
拡
大
と
経
営
の
活
性
化
、
安
定
収

益
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

①
秋
田
県
産
原
材
料
（
米
粉
、
水
、
塩
、

酵
母
、
卵
）
を
使
用
し
た
独
自
の
メ

ロ
ン
パ
ン
を
開
発
し
、
統
一
レ
シ
ピ

に
基
づ
く
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
と

販
売
実
績
づ
く
り
を
行
っ
た
。

②
青
年
部
を
中
心
と
し
て
研
究
開
発
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
組
合
員
工
場
で

定
期
的
に
開
催
し
た
。

③
販
売
戦
略
の
立
案
と
テ
ス
ト
販
売
、

催
事
、
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
販
売
の
実
践

及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
づ
く
り
を
行
っ
た
。

④
組
合
で
保
有
す
る
販
促
器
具
・
備
品

（
車
輌
、
オ
ー
ブ
ン
、
天
板
、
の
ぼ
り
、

ポ
ー
ル
）
を
無
料
で
貸
与
す
る
な
ど

の
便
宜
を
図
っ
た
。

成
果・

「
秋
田
の
メ
ロ
ン
パ
ン
」
の
実
績

は
、
催
事
、

イ
ベ
ン
ト
等

の
販
売
で
平

成
18

年
度
の

販
売
個
数
４

６，

０
０
０

個
（
18

回
開

催
）、
平
成
19

年
度
の
販
売

個
数
８
２，

０
０
０
個

（
28
回
開
催
）

を
達
成
す
る

な
ど
、
県
外

デ
パ
ー
ト
、

ス
ー
パ
ー
へ

積
極
的
に
出

展
し
、
好
評

裡
に
推
移
し

た
。

＜組合概要＞
○所 在 地：秋田県秋田市川尻御休町9-33
○電話番号：018-862-3566
○設　　立：昭和22年６月
○出 資 金：5,640千円
○組 合 員：27人

全国先進組合事例

環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で

地
域
貢
献

川
口
ト
ラ
ッ
ク
協
同
組
合

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）

精
製
装
置
に
よ
り
、
学
校
絵
食
の
廃
食

油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
し
て
学
校
給
食
配
送
車

に
利
用
。
組
合
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
を
実
現
し
、
地
域
か

ら
も
注
目
さ
れ
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
寄
与

背
景
と
目
的

環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
の
規
制
強
化
な
ど
の
た

め
に
組
合
で
は
多
様
な
事
業
を
行
っ
て

き
た
。
例
え
ば
、
平
成
11
年
官
公
需
の

使
用
車
両
に
天
然
ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）
燃

料
車
を
導
入
、
そ
の
後
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
へ
代

替
を
進
め
、
現
在
で
は
組
合
員
所
有
１，

２
０
０
台
の
う
ち
50
台
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
環
境
に

悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
は
難
し

く
、
新
し
い
技
術
や
燃
料
を
使
っ
た
環

境
に
や
さ
し
い
事
業
へ
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
業
界
イ
メ
ー
ジ
改
善
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
組
合
設

立
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
事
業
＝
環
境
悪
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
払
拭
、
化
石
燃
料
依
存
か
ら
の
脱
却

へ
の
寄
与
と
い
う
２
つ
の
方
向
か
ら
、

て
ん
ぷ
ら
油
等
の
廃
油
を
活
用
し
た
Ｂ

Ｄ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

事
業
活
動
の
内
容

創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
事
業
宣
言

を
行
っ
て
具
体
的
に
着
手
し
、
平
成
19

年
３
月
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製
装
置
が
完
成
し

た
。
準
備
に
あ
た
っ
て
は
若
手
組
合
員

（
後
継
者
を
含
む
）
に
よ
り
「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事

業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
処
理
方

式
の
検
討
な
ど
詳
細
を
詰
め
て
い
っ
た
。

事
業
化
に
際
し
て
許
認
可
を
得
た
法
制

度
は
20
近
く
に
上
り
、
許
認
可
を
得
る

た
め
に
約
半
年
要
し
て
い
る
。
設
置
費

用
の
一
部
は
、
埼
玉
県
並
び
に
川
口
市

の
助
成
金
（
地
域
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
モ

デ
ル
事
業
）
の

支
援
を
受
け
て

い
る
。

現
在
、
川
口

市
・
鳩
ヶ
谷
市

内
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
自

校
調
理
校
で
使

用
さ
れ
た
天
ぷ

ら
油
（
月
間

１，

２
０
０

リ
ッ
ト
ル
）

を
回
収
し
、

組
合
敷
地
内

に
設
置
し
た

精
製
装
置
に

よ
っ
て
Ｂ
Ｄ

Ｆ
燃
料
に
再

生
し
、
学
校

給
食
配
送
車

２
台
（
組
合

員
所
有
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
）

に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
１

０
０
％
で
使

用
し
て
い
る
。

＜組合概要＞
○所 在 地：埼玉県川口市本蓮4-2-39
○電話番号：048-285-1421
○設　　立：昭和30年９月
○出 資 金：272,007千円
○組 合 員：75人
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コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を

学
ぶ
！

２
月
５
日
、
山
口
市
「
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
」

で
情
報
発
信
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
で
は
、「
実
践
！
繁
盛
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
つ
く
る
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
キ
ン

グ
術
」
を
テ
ー
マ
に
、
〃
強
み
を
引
き
出
す

プ
ロ
〃
㈱
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
松
本
社
長
よ
り
講
話
が
あ
っ
た
。

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
す
ぎ
ず
、
相
手
に

伝
わ
り
や
す
い
コ
ン
セ
プ
ト
作
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
」
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
な

が
ら
学
ん
だ
。

セ
ミ
ナ
ー
は
６
時
間
に
及
ぶ
長
丁
場
と
な

っ
た
が
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
寸
劇
ま
で

混
じ
っ
て
の
面
白
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
、
受

講
者
か
ら
も
「
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。
早

速
、
実
践
に
移
し
た
い
。」
と
い
っ
た
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

次
代
の
担
い
手
を
養
成
！

２
月
９
日
、
長
門
市
「
白
木
屋
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
」
で
後
継
者
養
成
講
座
を
開
催

し
た
。

最
初
に
、
㈲
ウ
ェ
ー
ブ
の
藤
田
悠
久
雄

講
師
よ
り
「
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
実
践
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
〃
聴
く
〃
技
術
・

〃
伝
え
る
〃
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
、
続
い

て
㈱
創
研
　
西
原
裕
講
師
よ
り
「
現
場
改

善
活
動
の
基
本
的
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に

講
話
が
あ
っ
た
。

藤
田
講
師
か
ら
は
、「
内
観
」
に
よ
る
肯

定
的
な
構
え
の
養
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
け
る
「
言
葉
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
西
原
講
師
か
ら
は
、
５
Ｓ
の
視
点

で
の
改
善
活
動
の
実
践
手
法
に
つ
い
て
演

習
を
交
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
た
。

次
代
を
担
う
参
加
者
達
は
講
師
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

組合等ニュース

「
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
た

ケ
ー
キ
」
を
開
発

山
口
県
菓
子
工
業
組
合
　
組
合
員
の
㈲
お

菓
子
の
ピ
エ
ロ（
宇
部
市
）。
取
締
役：

大
日

田
　
哲
男
は
、
こ
の
た
び
、
糖
尿
病
患
者
の

方
に
「
何
と
か
し
て
美
味
し
い
ケ
ー
キ
を
安

心
し
て
召
し
上
が
っ
て
も
ら
い
た
い
」
そ
ん

な
想
い
か
ら
、
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
た
ケ
ー
キ

を
開
発
し
ま
し
た
。
通
常
の
ケ
ー
キ
は
１
個

３
４
４
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
で
す
が
、
試
行
錯
誤
の
末

よ
う
や
く
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
何
と
１
個

24
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と
１
／
10
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
、
技

能
検
定
１
級
技
能
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
大
日
田
パ
テ
ィ
シ
エ
の
力
作
で
す
。
糖
尿

病
の
方
や
血
糖
値
高
め
の
方
、
ま
た
太
り
す

ぎ
を
気
に
し
て
カ
ロ
リ
ー
に
神
経
質
に
な
っ

て
い
る
方
に
。
価
格
の
方
も
２
割
増
で
販
売

で
き
る
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

資
金
繰
り
を
応
援
す
る
景
気
対
応
緊
急

保
証
が
２
月
15
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

各
地
の
相
談
窓
口
に
、
ご
質
問
・
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

医
療
・
介
護
業
、
小
売
り
・
卸
売
業
、
製

造
業
、
建
設
業
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
…
。

原
則
と
し
て
全
業
種
（
※
）
が
対
象
に
！

（
※
）
農
林
水
産
省
、
金
融
業
な
ど
法
令
上

の
対
象
外
業
種
な
ど
を
除
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
内
容
？

・
22
年
３
月
末
で
期
限
を
迎
え
る
「
緊
急
保

証
」
は
、
新
し
く
「
景
気
対
応
緊
急
保
証
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
引
き
続
き
22
年
４
月

以
降
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

・
市
町
に
よ
る
対
象
中
小
企
業
の
認
定
方
法

が
改
善
さ
れ
ま
す
。

○
２
年
前
と
比
較
し
て
売
上
等
が
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

○
対
象
業
種
の
指
定
方
法
を
変
更
し
、
市

町
の
認
定
を
簡
便
化
し
ま
す
。

ど
こ
に
、
問
い
合
わ
せ
す
る
の
？

ま
ず
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
信
用

保
証
協
会
、
経
済
産
業
局
等
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

【
景
気
対
応
緊
急
保
証
制
度
の
概
要
】

○
対
象
企
業：

指
定
さ
れ
た
業
種
に
属
し
、
売
上

等
の
減
少
に
つ
い
て
市
町
長
の
認
定
を
受
け
た
中

小
企
業

○
保
証
限
度
額：

無
担
保
８，

０
０
０
万
円
、
担

保
付
２
億
円

（
な
お
、
借
り
手
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
８，
０
０

０
万
円
を
超
え
る
無
担
保
保
証
に
も
対
応
）

○
保
証
割
合：

保
証
協
会
１
０
０
％

○
保
証
期
間：

10
年
以
内
（
据
置
期
間
は
２
年
以

内
）

○
保
証
料
率：

０
・
８
％
以
下

お
知
ら
せ
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し
も
の
せ
き

ふ
く
の
日
ま
つ
り
開
催
！

下
関
南
風
泊
水
産
団
地
協
同
組
合

２
月
11
日
、
下
関
市
西
山
町
の
南
風
泊
市

場
で
、
第
14
回
し
も
の
せ
き
ふ
く
の
日
ま
つ

り
が
開
か
れ
、
ふ
ぐ
鍋
と
あ
ん
こ
う
鍋
の
無

料
配
布
や
ふ
ぐ
の
つ
か
み
捕
り
、
袋
競
り
体

験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
親
子
連
れ
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
「
ふ
く
の
日
」

（
２
月
９
日
）
に
ち
な
み
、
毎
年
開
か
れ
て

お
り
、
ふ
ぐ
鍋
と
あ
ん
こ
う
鍋
の
無
料
配
布

に
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
午
前
９
時
前
か

ら
約
３
０
０
人
が
列
を
つ
く
り
、
ま
ふ
ぐ
１

０
０
キ
ロ
、
あ
ん
こ
う
50
キ
ロ
が
使
わ
れ
た

み
そ
仕
立
て
の
鍋
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

ま
た
、
地
元
の
水
産
業
者
32
社
が
新
鮮
な
魚

介
類
や
加
工
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
多
く
の
人
が
市
場
な
ら
で
は
の
商
品
を

買
い
求
め
て
い
た
。

（
表
紙
写
真
）

組合等ニュース

地
元
業
者
に
優
先
発
注
を
！

本
会
で
は
、
平
成
21
年
度
『
官
公
需
問
題

懇
談
会
』
を
１
月
31
日
（
物
品
・
役
務
関
係
）

と
２
月
12
日
（
工
事
関
係
）
に
山
口
市
で
開

催
し
た
。

物
品
・
役
務
関
係
で
は
、
山
口
県
会
計
課

よ
り
「
山
口
県
の
入
札
制
度
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
全
国
赤
帽
軽
自
動
車
運
送
協
同

組
合
連
合
会
の
大
林
総
務
部
長
よ
り
、「
全

国
の
官
公
需
適
格
組
合
の
活
動
状
況
」
に
つ

い
て
先
進
事
例
の
紹
介
を
受
け
た
。

ま
た
、
赤
帽
山
口
か
ら
、
①
信
書
の
取
り

扱
い
は
免
許
の
あ
る
業
者
に
落
札
さ
せ
る
こ

と
。
②
役
務
業
務
の
入
札
情
報
を
オ
ー
プ
ン

に
し
て
ほ
し
い
。
等
の
要
望
が
あ
り
、
大
手

業
者
に
対
抗
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

工
事
関
係
で
は
、
山
口
県
技
術
管
理
課

及
び
監
理
課
よ
り
「
山
口
県
の
入
札
制
度

（
工
事
関
係
）」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

全
国
官
公
需
適
格
組
合
受
注
確
保
協
議
会

の
星
野
輝
夫
会
長
よ
り
、「
新
政
権
の
官
公

需
施
策
と
地
方
の
時
代
」
と
し
て
、
新
政

権
は
、
〃
国
中
心
か
ら
地
方
へ
〃
と
言
っ

て
お
り
、
自
由
度
の
高
い
交
付
金
が
地
方

自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
模
様
。
こ
れ
か
ら

地
方
中
心
と
な
る
の
で
、
自
治
体
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
・
要
望
を
す
る
こ
と
が
必
要
等
の

説
明
を
受
け
た
。

参
加
組
合
か
ら
は
、
入
札
に
当
た
っ
て

は
、
県
内
に
営
業
所
を
も
っ
て
い
る
商
社

的
な
会
社
よ
り
、
地
元
で
汗
を
流
し
頑
張

っ
て
い
る
会
社
を
優
先
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。
山
口
県
か
ら
は
、
県
内

業
者
を
優
先
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
県

内
業
者
の
適
正
な
評
価
に
努
め
る
等
の
回

答
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
組
合
、
中
央
会
と
も
、
特
に
各

市
等
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
活
発
に
行
い
、
安
定

し
た
受
注
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

水
性
塗
料
・
特
殊
塗
料
・

新
素
材
塗
料
研
修
会
を
開
催
！

山
口
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

１
月
31
日
、
山
口
市
秋
穂
二
島
「
セ
ミ
ナ

ー
パ
ー
ク
」
に
お
い
て
、
岡
山
か
ら
、
ロ
ッ

ク
ペ
イ
ン
ト
㈱
松
場
勇
太
氏
を
招
き
各
種
塗

料
研
修
会
を
開
催
し
た
。
環
境
省
は
、
２
０

１
０
年
度
ま
で
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機
化

合
物
）
の
排
出
量
２
０
０
０
年
度
比
で
30
％

削
減
を
掲
げ
て
い
る
。
修
理
補
修
分
野
で
も

長
期
的
に
水
性
塗
料
の
利
用
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
に
よ
り
、
水
性
塗
料
の
設
備
投
資
、

材
料
変
更
コ
ス
ト
、
作
業
性
、
塗
装
品
質
等

の
説
明
及
び
特
殊
・
新
素
材
塗
装
の
話
を
交

え
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。
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『
官
公
庁
等
か
ら
受
注
す
る
た
め
の

手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た
い
』

中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
の
た
め
の
支
援

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
発
注
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
を
増
や
す
た
め
、
官
公
需
に

つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
官
公
需
法
）
に
基
づ
き
、
各
種
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

官
公
需
の
受
注
に
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業

者
及
び
事
業
協
同
組
合
等
が
対
象
に
な
り
ま

す
。官

公
庁
や
独
立
行
政
法
人
・
公
庫
等
が
中

小
企
業
者
等
と
取
引
す
る
こ
と
を
官
公
需
と

言
い
ま
す
。

官
公
需
に
は
、
事
務
用
品
や
繊
維
製
品
な

ど
を
購
入
す
る
「
物
品
調
達
契
約
」
や
、
官

公
庁
な
ど
の
庁
舎
の
清
掃
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ソ
フ
ト
の
開
発
な
ど
の
「
役
務
契
約
」、
ダ

ム
や
道
路
の
建
設
な
ど
の
建
築
、
土
木
の
全

般
に
わ
た
る
「
工
事
契
約
」
が
あ
り
ま
す
。

官
公
需
を
受
注
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に

競
争
参
加
資
格
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

資
格
の
申
請
は
、
物
品
、
役
務
に
つ
い
て
は

政
府
の
全
調
達
機
関
に
共
通
し
た
「
統
一
資

格
審
査
申
請
受
付
サ
イ
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.chotatujoho.go.jp/va/com

/S

hikakuTop.htm
l

）

な
ど
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

官
公
需
法
に
基
づ
き
毎
年
度
「
中
小
企
業

者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」
を
閣
議

決
定
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
支
援
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

a

情
報
提
供

国
等
の
発
注
情
報
等
に
つ
い
て
、
各
省

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
情
報
収
集

が
で
き
ま
す
（
経
済
産
業
省
の
調
達
情
報

は
こ
ち
ら
で
閲
覧
で
き
ま
す

（http://w
w
w
.m
eti.go.jp/inform

ation/p

ublicoffer/index_info.htm
l

）。

ま
た
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

対
象
と
な
る
方

お問い合わせ先

・中小企業庁　取引課　
電話：03-3501-1669

・各経済産業局中小企業課
（巻末お問い合わせ先一覧参照）
・全国中小企業団体中央会

電話：03-3523-4904
URL：http://www.chuokai.or.jp/

・各都道府県中小企業団体中央会

施策シリーズ⑪

官
公
需
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
国
等
か
ら
提

供
さ
れ
た
官
公
需
の
発
注
情
報
等
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
中
小
企
業
官
公
需

情
報
は
こ
ち
ら
で
閲
覧
で
き
ま
す

http://w
w
w
.2.chuokai.or.jp/hacchu.as

p

）。
さ
ら
に
、
各
都
道
府
県
の
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

s

官
公
需
適
格
組
合

事
業
協
同
組
合
等
の
中
で
特
に
官
公
需

の
受
注
に
対
し
意
欲
的
で
あ
り
、
か
つ
、

受
注
し
た
契
約
は
十
分
に
責
任
を
も
っ
て

実
施
し
得
る
組
合
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
官
公
需
適
格
組
合
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

官
公
需
適
格
組
合
は
競
争
契
約
参
加
資

格
審
査
に
当
た
っ
て
、
総
合
点
数
の
算
定

方
法
に
関
す
る
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

中
小
企
業
庁
で
は
、
官
公
需
適
格
組
合

の
名
簿
や
受
注
実
績
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
（
官
公
需
適
格

組
合
名
簿
は
こ
ち
ら
で
閲
覧
で
き
ま
す

http://w
w
w
..chusho.m

eti.go.jp/keiei/to

rihik/kum
iai_binran/index.htm

l

）。

d

入
札
参
加
資
格
の
特
例

技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業
者
等
や
新
規

開
業
者
の
た
め
に
、
上
位
の
ラ
ン
ク
の
入

札
が
可
能
と
な
る
特
例
措
置
を
設
け
て
い

ま
す
。

f

こ
の
他
、
地
元
中
小
企
業
者
等
の
活

用
、
分
離
・
分
割
発
注
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

平
成
20
年
度
の
「
中
小
企
業
者
に
関

す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」
等
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei

/torihiki/index.htm
l

）

官
公
需
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注

機
会
の
増
大
の
た
め
の
支
援
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月次景況調査結果
平成22年１月期
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※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

業種別の景況 業界の景況の推移 －全国平均との比較－

景 況 動 向

（DI）
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年
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

（
自
動
車
整
備
業
）

○
年
度
末
需
要
で
売
上
・
利
益
と
も
増
加

し
て
い
る
企
業
も
あ
る
が
、
受
注
額
減

に
よ
り
利
益
は
確
保
で
き
て
い
な
い
。

（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）

○
新
し
い
年
を
迎
え
て
も
、
工
事
物
件
数
の

減
少
状
態
は
変
わ
ら
な
い
。
材
料
の
価

格
は
少
し
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

採
算
割
れ
の
工
事
も
あ
る
状
態
。

（
鉄
骨
工
事
業
）

○
元
請
企
業
の
倒
産
も
あ
り
、
先
行
き
は
不

透
明
。
専
門
工
事
業
者
は
元
請
業
者
の

安
価
受
注
で
体
力
を
消
耗
し
つ
つ
あ
る
。

（
岩
国
市
）

○
周
南
・
光
・
下
松
・
防
府
の
県
内
提
携
先

ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
マ
イ
ナ
ス
。
デ
フ

レ
懸
念
な
ど
で
、
個
人
消
費
は
冷
え
込

む
一
方
で
あ
り
、
景
気
回
復
の
兆
し
は

全
く
み
え
な
い
。

（
周
南
市
）

○
昨
年
10
月
〜
12
月
は
や
や
売
上
高
も
持

ち
直
し
て
き
た
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
年

明
け
と
と
も
に
急
速
に
荷
動
き
が
悪
く

な
っ
て
き
た
。

（
宇
部
市
）

○
燃
料
単
価
も
上
昇
傾
向
と
な
り
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

（
宇
部
市
）

○
１
月
は
１
／
25
時
点
で
５
％
ア
ッ
プ
で

推
移
。
比
較
的
天
候
が
穏
や
か
で
入
荷
も

順
調
。

（
食
料
品
製
造
業
）

○
益
々
厳
し
く
苦
し
く
辛
い
。

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

○
周
南
地
区
１
２
８
％
　
東
部
地
区
１
６

５
％
　
２
地
域
の
出
荷
増
に
よ
り
、
全
県

的
に
は
対
前
年
比
を
大
幅
に
上
回
る
結
果

○
売
上
高
、
利
益
と
も
小
幅
改
善
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
前
年
度
並
み
の
回
復
は

厳
し
い
。
今
後
の
景
気
回
復
を
期
待
し

て
い
る
状
況
。

（
周
南
市
）

○
石
油
の
購
入
量
か
ら
み
て
も
、
き
わ
だ

っ
て
景
気
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
年
度
末
と

し
て
の
受
注
も
少
し
ず
つ
出
て
き
て
お

り
、
前
月
よ
り
は
や
や
上
向
き
に
転
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
石

油
価
格
が
少
し
安
定
し
て
き
た
の
も
要

因
か
も
し
れ
な
い
。

（
防
府
市
）

○
空
店
舗
が
メ
イ
ン
通
り
に
も
波
及
し
て

い
る
が
、
商
業
地
域
復
活
の
模
索
も
地

道
に
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。（

周
南
市
）

○
消
費
は
低
迷
。
一
向
に
上
昇
の
兆
し
が

な
い
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
以
外
は
全
く

不
調
で
あ
る
。

（
山
口
市
）

○
資
金
繰
り
に
苦
慮
す
る
企
業
が
増
加
し

た
。

（
山
口
市
）

○
新
車
販
売
店
に
は
明
る
い
材
料
も
あ
る

が
、
多
く
の
整
備
事
業
場
に
と
っ
て
今

食
料
品

と
な
っ
た
が
、
業
界
を
取
り
巻
く
情
勢
は

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
推
移
中．

対
前

年
同
月
比：

１
１
６
％

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

○
成
形
業
者
及
び
に
成
形
機
メ
ー
カ
ー
の

操
業
度
は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
利
益

率
の
悪
化
は
免
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
金
型
の
更
新
意
欲
な
ど
が
低
く
、
成

形
関
係
の
回
復
傾
向
が
金
型
業
者
に
ま

で
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

金
型
業
者
間
で
原
価
を
無
視
し
た
受
注

争
奪
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

（
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
３
月
ま
で
は
、
受
注
増
に
よ
り
売
上
高

増
加
傾
向
に
あ
る
。
（
そ
の
他
製
造
業
）

○
車
輌
部
門
は
穏
や
か
な
上
昇
気
運
が
増

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と

し
て
精
密
加
工
・
プ
ラ
ン
ト
部
門
に
活

気
が
見
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

○
正
月
休
み
を
含
め
例
年
１
・
２
月
は
工
事
量

は
僅
か
し
か
な
い
が
、
今
年
は
特
に
悪
く
、

仕
事
の
無
い
店
も
あ
っ
た
。
（
畳
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

鉄
鋼
・
金
属
業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

建
設
業

小
売
業

そ
の
他
の
製
造
業

卸
売
業

商
店
街

サ
ー
ビ
ス
業

運
輸
業

繊
維
製
品
製
造
業

【
情
報
連
絡
員
報
告
】

情
報
連
絡
員
と
は
、
県
内
の
組
合
の

中
か
ら
地
区
、
業
種
を
代
表
す
る
組
合

の
役
職
員
60
名
を
情
報
連
絡
員
に
委
嘱

す
る
制
度
で
す
。
情
報
連
絡
員
か
ら
毎

月
、
業
界
の
景
気
動
向
に
関
す
る
情
報

を
収
集
、
分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
会
（http://w

w
w
.axis.or.jp/

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
般
機
械
器
具
製
造
業



山口県の中小企業　14

毎月勤労統計地方調査結果
平成21年12月－山口県統計分析課事業所規模5人以上

産 業
賃　　　　金 労働時間数及び雇用 労働異動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 528,974 224,003 19.1 143.8 134.7 9.1 470,999 26.2 1.74 1.10

建 設 業 372,835 250,846 21.1 162.6 155.0 7.6 38,503 10.3 5.99 0.57

製 造 業 672,164 255,786 19.5 157.8 144.3 13.5 105,129 11.7 0.64 0.85

電気・ガス・熱供給・水道業 1,172,738 367,806 17.4 138.2 129.4 8.8 3,663 3.8 0.00 0.27

情 報 通 信 業 1,099,800 325,478 18.8 168.5 139.7 28.8 3,975 13.0 0.35 1.17

運 輸 業 452,618 206,115 21.2 175.4 149.9 25.5 33,832 17.1 0.72 0.52

卸 売 ・ 小 売 業 324,800 178,604 19.6 135.8 132.2 3.6 93,434 46.5 1.84 1.27

金 融 ・ 保 険 業 762,369 293,111 19.4 152.7 143.1 9.6 11,832 6.1 2.55 3.15
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労働者の健康を確保するため、長時間労働の抑
制を目的とした改正労働基準法が平成22年４月１
日から施行されます。
①１か月60時間を超える法定時間外労働に対し

ては、割増賃金率が現行の25％以上から50％以上
に引き上げられます（中小企業は当分の間は適用
が猶予されます）。
②時間外労働に対してはその時間数に「限度時

間」（例えば１月45時間）が設けられていますが、
これを超える労働については、現行法の25％を超
える率にする必要があり（努力義務）、時間外労
働に関する協定（36協定）の特別条項の一つとし
て締結する必要があります（４月１日以降に36協
定を締結、更新する場合が対象です。）。
③労使協定により、年次有給休暇のうち５日の

範囲内で時間単位で取得できるようになります。
改正法に対応するためには、労使で話し合い、

36協定や就業規則への規定の準備も必要です。

ご質問・ご相談は
最寄りの労働基準監督署もしくは、
山口労働局労働基準部監督課
橋本・梅本　TEL.083-995-0370

組組組組合合合合青青青青年年年年部部部部山山山山口口口口県県県県大大大大会会会会・・・・次次次次世世世世代代代代育育育育成成成成研研研研修修修修会会会会ののののごごごご案案案案内内内内
講演の講師には、「元気配達人」として中小企業の業績向上の経営指導に当たっておられる高橋邦治氏

をお迎えします。また、「山口のおいしいお酒」をPRし、業界を盛り上げようと取り組んでおられる山口
県青年醸友会さん、「街に美少女を増やそう！」の宣言のもと創られたフリーペーパー「山口美少女図鑑」
で、山口の魅力を再認識し、山口の活性化に努めるメディア作りを目指しておられるルートデザインさ
んの発表もあります。この機会に是非ご聴講ください。

日 　 時 平成22年３月19日f 15：00～20：00
周南市遠石2-3-1「遠石会館」

Link＆Think！中小企業連携で創る新時代！

15：00～15：15 開会、主催者挨拶
15：15～15：30 青年部活動事例発表

山口県青年醸友会（山口県酒造協同組合青年部）
15：30～15：45 がんばる地域の中小企業事例

ルートデザイン
（フリーペーパー「山口美少女図鑑」発行元）

16：00～18：00 講演・ディスカッション
「商売上手の心得帖
～知って得する商売気づきのポイント！～』
株式会社ドゥウェル21

代表取締役　高　橋　邦　治
18：15～20：00 ビジネス交流懇親会

場 　 所

大会テーマ

日程および
内容

申込み・お問い合わせ 山口県中小企業団体中央会　企画課［担当／小倉］
山口市中央四丁目5-16 山口県商工会館６Ｆ　Tel 083-922-2606



表紙写真　第14回しものせきふくの日まつりイベント




